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古い ｢競争｣に基づく政策は ｢共生｣を遅らせ､研究 ･教育を停滞させ､国際関係を壊し,
人類の不幸をもたらすものである.このような混乱を防ぐために教育基本法10条は教育
が時の政府の干渉を排して直接国民に対して責任を持って行なわれるべきであるとしてい
るのである.これを無視した結果が､大学の管理の責任ある地位の人々が教育 ･研究と管
理の板ばさみになり､右往左往する原因であり,文科省が招来したものである.そして本
間氏が身を持って示したように将来を見通す見識と理念無しに古い理念 ｢競争原理｣に基
づく大学道営は時代と世界の流れに逆行し,大学の停滞と危機をよりいっそう深めるもの
である.
5 おわりに
現在の大学に見られる教育研究の危機はどのように解決されるべきなのか.私はまず,
危機の原因を明らかにしなければならないと思う.いろいろな調査が示しているように学
力がすでに小学校から落ちているとすると初等教育から問題にしなければならない.大学
全体としてこの重要な教育の問題に取り組んでいかなければならない,ここで私が問題に
したのは理念的な側面であり,具体的な方策ではない.しかし,｢競争｣か､｢協力｣かは
根本的な理念の違いであり,教育の根本に関わることである.私が夜間の短大で教えてい
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た頃､学生の学力差は大きかったが､できた学生ができない学生に説明してくれるという
｢協力｣によって大いに助かった経験がある.大学も個々人に分解して責任を問うのではな
く､研究が社会的になったからには組織的に運営され､組織の責任が追求されるべきもの
である.個人としては不完全でも補い合って全能となる.
大学院重点化は大学間格差を拡大し､地方大学の研究条件を悪化させた.その結果､日
本の学問研究の基盤を狭めることになった.優れた学生は研究条件の良い東大はじめ旧帝
大に吸収される事になった.折角育てた学生が重点化した大学院に吸収され､地方大学の
学生,教員ともに急速に活気を失った｡ しかも,大学院大学では十分な大学院教育をする
指導者が不足し､有能な大学院学生を潰している例が見うけられる｡先に述べた競争的環
境で勝った人が大学院大学の教官ポストを占め,大学院生を手足としか考えない人が多く
なっているからである.学生は先生の成果のために生き残りを賭けて競争させられるので
ある.研究者の個性は様々である.手の早い人や遅い人がある.遅いが個性がある人は育つ
暇がないのである.その結果､外国の真似を早くできる人が勝ち残ることになりかねない.
教養部の廃止によって不十分でも行なわれていた一般教育が減らされ､大学は単科大学
の集合体になってしまった.そのような大学では教官自体の視野が狭くなる.外国文学や
文化を楽しむ語学でなく論文を書くための語学となる.
大学はこのような流れの中で自らの教育の問題をはじめ､社会に対する大学の責任とし
て積極的に発言し行動することがなかった.自らの大学の改革に村しても積極的に意見を
述べず,自己の周りの当面の利益のみに執着してきた.大学が未来の知性を代表する機能
をなくして現状に追随する存在になったのである.これが文科省による大学支配を許して
きたものである.大学はもう一度､直接国民の悩み,苦しみに応える大学として庶民のた
めの大学に戻ること,学生 ･父兄や税金を払う勤労者のための大学となること無しには生
き生きとした知性を回復することはできないのではないだろうか.
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